
南

方
（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
　 

「
渾
」
作
戦
斯
く
戦
え
り
　 

兵
庫
県
　
田
中
英
雄
　 

出
征
の
時
の
家
庭
の
状
況
は
、
父
も
母
も
早
く
失
い
、
兄
一

人
、
妹
二
人
の
家
庭
で
し
た
。
私
は
高
等
小
学
校
を
出
る
と
丁

稚
奉
公
に
出
て
、
夜
は
青
年
学
校
と
戦
時
下
の
苦
し
い
生
活
で

し
た
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
一
月
十
日
の
現
役
入
隊
で
す
。

福
山
第
四
十
一
連
隊
で
す
。
そ
こ
で
軽
機
関
銃
射
手
と
し
て
三

ヵ
月
の
初
年
兵
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
初
年
兵
教
育
終
了
後
、

満
州
独
立
守
備
歩
兵
第
三
十
大
隊
に
転
属
し
、
本
部
付
兵
器
係

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
に
な
り
南
方
の
風
雲
急
を
告
げ
、
満
州
か
ら

続
々
精
鋭
部
隊
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
南
方
諸
島

に
投
入
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
次
渾
作
戦
を
遂
行
す
る
た
め
、
海
上
機
動
第
二
旅
団
が

昭
和
十
八
年
十
二
月
公
主
嶺
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
第
一
独
立
守
備
隊
所
属
の
第
八
、
第
九
両
隊
、
第
二
十
九
大

隊
、
第
三
十
大
隊
の
歩
兵
を
基
幹
と
し
て
、
そ
の
他
、
戦
車

隊
、
高
射
機
関
砲
隊
を
は
じ
め
、
各
地
の
特
殊
部
隊
多
数
で
占

め
ら
れ
大
半
が
現
役
で
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
輸
送
隊
が
設

置
さ
れ
ず
、
後
日
、
ど
こ
か
で
合
流
し
て
く
る
も
の
と
判
断
し

て
い
ま
し
た
。

海
上
機
動
旅
団
と
い
う
名
称
の
部
隊
に
転
属
さ
せ
ら
れ
た
一

同
は
「
海
上
、
海
上
」
と
呼
ば
れ
「
ま
さ
か
、
俺
達
は
海
軍
に

転
属
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
な
」
と
一
時
思
い
ま
し
た
。



四
月
早
々
、
前
記
の
独
立
守
備
隊
を
主
と
し
て
、
各
部
隊
は

旅
順
に
集
結
し
、
大
連
で
一
万
ト
ン
の
「
青
葉
丸
」
に
乗
船
出

航
し
ま
し
た
。
こ
の
海
上
機
動
第
二
旅
団
こ
そ
、
大
本
営
が
最

新
装
備
の
部
隊
で
敵
占
領
地
の
重
点
地
区
に
き
り
も
み
逆
上
陸

さ
せ
る
ト
ラ
の
子
の
旅
団
で
し
た
。

将
兵
数
約
三
千
人
余
と
、
重
火
器
、
弾
薬
、
糧
秣
を
満
載
し

四
月
十
二
日
夜
、
行
き
先
も
知
ら
ず
乗
船
さ
せ
ら
れ
た
の
で

す
。
十
四
日
、
桜
花
爛
漫
の
門
司
に
入
港
し
ま
し
た
。

十
九
日
、
夕
刻
「
青
葉
丸
」
を
含
め
十
三
隻
の
輸
送
船
と
二

隻
の
海
軍
小
型
護
衛
艦
が
一
斉
に
関
門
海
峡
を
後
に
船
出
し
ま

し
た
。
関
門
海
峡
を
出
れ
ば
、
い
つ
敵
潜
の
魚
雷
が
ふ
っ
と
ん

で
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
誰
が
口
火
を
切
っ
た
と
も
な
く
軍

歌
の
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

船
団
は
敵
潜
を
避
け
シ
ナ
海
沖
合
を
南
下
し
、
四
月
十
九
日

高
雄
港
に
安
着
、
五
月
四
日
マ
ニ
ラ
湾
に
着
き
ま
し
た
。
五
月

五
日
マ
ニ
ラ
を
出
港
。
そ
れ
か
ら
が
魔
の
ス
ル
海
で
し
た
。
突

然
「
雷
跡
！
」
の
怒
号
。
と
り
か
じ
、
お
も
か
じ
の
余
裕
も
な

く
「
や
ら
れ
た
！
」
の
声
と
共
に
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
水

柱
。
甲
板
上
の
重
量
物
・
兵
員
は
皆
船
尾
へ
移
し
ま
し
た
、
あ

わ
や
沈
没
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
船
は
海
面
す
れ
す
れ
の
と

こ
ろ
で
水
平
に
な
り
ま
し
た
。
や
れ
や
れ
助
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
が
九
人
の
将
兵
の
行
方
不
明
が
出
ま
し
た
。

五
月
九
日
、
沈
没
寸
前
の
ヨ
タ
ヨ
タ
船
は
南
の
島
の
ザ
ン
ボ

ア
ン
ガ
と
い
う
美
し
い
小
港
に
着
き
ま
し
た
。
ホ
ッ
と
一
息
す

る
間
も
な
く
、
ゲ
リ
ラ
討
伐
の
命
令
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
が

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
「
ビ
ア
ク
」
の
争
奪
を
巡
る
日
米
両
軍
の
精

鋭
の
正
面
衝
突
の
始
ま
り
で
し
た
。

「
明
　
三
十
日
、
夕
刻
ま
で
に
、
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
港
に
て
全

員
乗
船
準
備
を
完
了
せ
よ
」

。
ゲ
リ
ラ
討
伐
参
加
軍
は
何
が
何

や
ら
わ
か
ら
ず
昼
夜
ぶ
っ
通
し
で
大
汗
で
突
っ
走
り
、
夕
刻
ま

で
に
集
合
し
ま
し
た
。
夕
刻
、
桟
橋
に
お
も
む
く
と
、
迎
え
の

船
は
輸
送
船
で
な
く
重
巡
「
青
葉
」
と
軽
巡
「
鬼
怒
」
の
二
隻

の
軍
艦
で
す
。

外
海
に
出
る
と
三
〇
ノ
ッ
ト
の
速
力
、
陸
兵
は
め
ま
い
と
船

酔
い
の
繰
り
返
し
で
す
。
翌
二
日
い
よ
い
よ
敵
機
動
部
隊
と
の

戦
闘
に
入
り
ま
し
た
。

渾
作
戦
は
大
本
営
陸
海
軍
首
脳
が
、
昭
和
十
九
年
五
月
下
旬



以
後
反
撃
を
立
案
し
、
そ
の
為
の
準
備
を
「
あ
号
」
作
戦
準
備

と
言
い
ま
し
た
。
小
沢
治
三
郎
の
率
い
る
第
一
機
動
艦
隊
が
ボ

ル
ネ
オ
北
東
の
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
を
機
動
中
で
、「
大
和
」「
武

蔵
」
を
基
幹
と
し
て
、
空
母
九
隻
を
含
む
総
艦
七
十
三
隻
の
大

艦
隊
で
し
た
。

「
あ
号
」
作
戦
準
備
は
五
月
下
旬
に
完
了
。
第
一
航
空
艦
隊

陸
上
機
で
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
以
西
の
各
基
地
に
展
開
、
第
一

機
動
艦
隊
の
空
母
を
比
島
内
部
に
集
結
一
挙
に
勝
敗
を
決
し
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。

米
軍
は
ア
イ
タ
ベ
と
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ア
に
上
陸
し
、
サ
ル
ミ
地

区
で
日
本
軍
と
死
闘
中
で
、
ビ
ア
ク
島
へ
の
上
陸
開
始
は
六
月

中
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
艦
隊
が
サ
ル
ミ
沖
で
敵
艦
隊
の
撃
滅
を
立
案
、
ま
た
第

三
十
五
師
団
か
ら
二
個
大
隊
、
そ
の
他
か
ら
三
個
大
隊
の
ビ
ア

ク
島
上
陸
を
企
図
し
ま
し
た
が
、
五
月
十
七
日
ワ
ク
デ
、
サ
ル

ミ
に
敵
が
上
陸
し
、
二
十
七
日
に
は
ビ
ア
ク
島
に
も
上
陸
作
戦

が
開
始
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
軍
は
ビ
ア
ク
島
の
兵
力
増
強
を
か
ね
て
か
ら
準
備
し
て

い
ま
し
た
が
、
米
軍
の
制
空
・
制
海
権
に
制
せ
ら
れ
、
そ
の

上
、
増
援
中
の
第
三
十
五
師
団
の
三
分
の
二
が
海
没
し
、
米
軍

上
陸
時
点
で
は
一
個
連
隊
で
こ
の
米
大
軍
と
戦
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

米
軍
は
空
母
群
を
遙
か
後
方
に
置
き
、
第
一
線
は
、
戦
艦

三
、
巡
洋
艦
五
、
駆
逐
艦
十
数
隻
と
、
水
陸
両
用
戦
車
と
上
陸

用
舟
艇
多
数
で
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
フ
ュ
ー
ラ
ー
少
将
を

長
と
す
る
米
第
四
十
一
師
団
の
上
陸
作
戦
援
護
の
た
め
ニ
ミ
ッ

ツ
大
将
麾
下
の
主
力
機
動
部
隊
の
出
撃
を
待
ち
、
こ
れ
を
撃
滅

す
る
の
が
連
合
艦
隊
の
「
あ
号
」
作
戦
で
し
た
。

海
軍
は
事
こ
こ
に
至
り
、
積
極
的
に
陸
軍
と
の
共
同
作
戦
に

賛
同
し
て
き
ま
し
た
。
阿
南
大
将
も
海
軍
の
提
案
に
双
手
を
あ

げ
て
賛
成
、
ビ
ア
ク
三
大
飛
行
場
の
死
守
を
決
意
し
、
陸
軍
の

精
強
部
隊
を
緊
急
に
手
配
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
「
渾
」
作
戦

で
す
。

輸
送
部
隊
と
し
て
、
海
上
機
動
第
二
旅
団
が
再
重
装
備
の

上
、
ビ
ア
ク
島
に
投
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
阿
南
大
将

も
玉
田
旅
団
に
絶
大
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。「
ザ
ン
ボ

ア
ン
ガ
港
に
て
全
員
乗
船
準
備
を
完
了
せ
よ
」
の
命
令
を
受
け

た
の
は
、
こ
の
時
で
す
。



玉
田
旅
団
の
海
軍
側
の
海
上
輸
送
の
総
指
揮
官
は
、
第
十
六

戦
隊
司
令
官
左
近
允
尚
正
少
将
で
あ
り
、
二
回
に
わ
た
り
パ
ラ

オ
ソ
ロ
ン
へ
西
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
決
死
艦
隊
輸
送
を
成
功
さ

せ
た
猛
將
で
す
。

陸
兵
た
ち
は
目
ま
い
と
船
酔
い
で
死
の
苦
し
み
で
す
。
夜
が

明
け
る
こ
ろ
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
ダ
バ
オ
に
停
泊
し
ま
し
た
。
玉

田
旅
団
の
将
兵
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
何
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
日
の
渾
作
戦
合
同
会
議
終
了
後
、
友
軍
偵
察
機
が
ド
ウ

ル
ビ
ル
岬
（
ビ
ア
ク
東
方
約
二
〇
〇
〇
キ
ロ
）
北
方
約
一
一
〇
キ

ロ
に
敵
有
力
機
動
部
隊
が
西
進
中
な
の
を
発
見
と
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
来
る
も
の
が
き
ま
し
た
。

六
月
二
日
、
玉
田
旅
団
の
輸
送
船
が
出
発
し
、
六
月
四
日
、

ビ
ア
ク
島
上
陸
予
定
で
し
た
が
、
五
月
二
十
七
日
、
米
軍
は
ビ

ア
ク
島
に
上
陸
し
て
お
り
彼
我
の
状
況
は
急
転
し
て
い
ま
し

た
。
玉
田
旅
団
の
ビ
ア
ク
突
入
は
四
日
午
後
十
時
と
決
し
「
青

葉
」「
鬼
怒
」「
扶
桑
」
の
他
駆
逐
艦
二
隻
の
護
衛
の
下
ビ
ア
ク

島
逆
上
陸
を
目
指
し
東
航
し
ま
し
た
。

航
行
中
、
突
如
四
発
の
飛
行
機
が
高
度
を
こ
ち
ら
に
向
け
飛

行
し
て
き
ま
し
た
。
■
に
聞
い
て
い
た
空
の
要
塞
Ｂ2

4

で
し

た
。
海
兵
の
誘
導
で
私
達
は
艦
底
へ
も
ぐ
り
こ
み
ま
し
た
。
わ

が
戦
艦
・
巡
洋
艦
・
駆
逐
艦
に
二
機
は
直
進
し
て
、
激
し
い
銃

撃
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ24

は
被
弾
し
た
か
失
速
し
て
東

へ
消
え
去
り
ま
し
た
。
玉
田
旅
団
の
軍
医
が
負
傷
兵
の
手
当
て

を
し
ま
し
た
。

三
日
、
夜
が
明
け
る
と
わ
が
艦
隊
の
姿
は
見
え
ま
せ
ん
。
後

で
判
明
し
た
こ
と
で
す
が
、
敵
機
動
部
隊
誘
致
の
オ
ト
リ
な
の

で
し
た
。
海
軍
と
し
て
ニ
ミ
ッ
ツ
機
動
部
隊
の
動
向
が
つ
か
め

ず
、
ま
し
て
そ
の
中
、
何
隻
が
ビ
ア
ク
に
来
る
か
が
不
明
な
の

に
焦
燥
し
て
い
ま
し
た
。

豊
田
連
合
艦
隊
司
令
長
官
は
「
渾
作
戦
は
一
時
中
止
、
扶
桑

以
下
の
護
衛
艦
は
第
一
機
動
艦
隊
に
復
帰
し
、
輸
送
艦
は
ソ
ロ

モ
ン
に
入
泊
し
、
機
を
み
て
渾
作
戦
を
再
興
せ
よ
」
と
電
令
し

た
の
で
し
た
。
さ
ら
に
「
玉
田
旅
団
の
輸
送
は
敵
情
に
応
じ
駆

逐
艦
に
よ
る
も
差
し
支
え
な
し
」
と
の
電
令
で
す
。

渾
部
隊
（
第
十
九
・
第
八
十
七
駆
逐
艦
搭
乗
部
隊
）
と
玉
田

旅
団
は
こ
の
夜
、
ツ
イ
ゲ
方
面
西
部
の
ツ
イ
サ
イ
湾
に
入
り
仮



泊
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
き
、
阿
南
第
二
方
面
軍
司
令
官
は
渾

部
隊
指
揮
官
左
近
允
少
将
に
「
一
刻
も
遅
延
は
許
さ
れ
な
い
。

直
路
ビ
ア
ク
に
突
入
さ
れ
た
し
」
と
打
電
し
た
の
で
す
。

左
近
允
少
将
は
、
こ
れ
に
答
え
て
「
ソ
ロ
ン
で
の
敵
投
下
の

磁
気
機
雷
の
掃
海
遅
延
と
敵
機
来
襲
と
を
合
わ
せ
判
断
し
、
ソ

ロ
ン
に
寄
港
せ
ず
、
五
日
午
前
二
時
三
十
分
ツ
イ
サ
イ
湾
を
進

発
、
午
前
十
時
三
十
分
ビ
ア
ク
の
コ
ソ
ム
（
北
岸
）
と
ソ
ル
ド

（
南
岸
）
に
第
十
九
、
第
二
十
七
駆
逐
搭
乗
部
隊
（
二
個
大
隊
）

を
上
陸
開
始
さ
せ
、
玉
田
旅
団
を
乗
せ
た
第
十
六
戦
隊
（
巡
洋

艦
青
葉
・
鬼
怒
）
は
そ
こ
ま
で
援
護
し
た
の
ち
分
進
し
、
午
後

九
時
マ
ノ
ク
ツ
リ
に
揚
陸
さ
せ
る
」
旨
の
計
画
通
報
を
四
日
午

前
六
時
に
行
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
四
日
午
前
十
一
時
三
十
分
、
陸
軍
司
偵
機
が

「
ド
ー
ル
ビ
ル
岬
三
十
度
沖
約
一
〇
〇
キ
ロ
に
敵
空
母
二
、
戦

艦
二
、
駆
逐
艦
一
〇
、
戦
闘
機
二
機
ず
つ
の
三
群
を
付
し
た
敵

機
動
部
隊
西
進
中
」
と
再
び
報
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

渾
部
隊
は
ツ
イ
サ
イ
湾
を
抜
錨
、
敵
を
欺
く
た
め
西
航
し
、

日
没
後
反
転
東
航
し
て
夜
中
に
ソ
ロ
ン
に
接
岸
、
揚
陸
を
開
始

し
ま
し
た
。
午
後
八
時
過
ぎ
、
我
が
飛
行
機
か
ら
「
敵
は
巡

四
、
駆
八
、
空
母
な
し
」
の
無
電
が
入
り
連
合
艦
隊
は
午
後
十

時
三
十
分
「
渾
作
戦
再
続
行
」
を
命
令
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

と
き
既
に
玉
田
旅
団
は
暗
夜
雨
中
を
ソ
ロ
ン
に
上
陸
を
完
了
し

て
い
ま
し
た
。

玉
田
旅
団
長
は
ソ
ロ
ン
の
通
信
参
謀
か
ら
「
渾
作
戦
遂
行
に

燃
料
補
給
が
必
要
な
の
で
ア
ン
ボ
ン
に
回
航
す
る
。
再
航
日
時

未
定
」
と
の
連
絡
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
玉
田
旅
団
長
は
米
艦

隊
は
渾
部
隊
の
ビ
ア
ク
進
出
に
対
抗
し
ビ
ア
ク
方
面
に
増
援
派

遣
し
て
き
た
も
の
と
知
り
ま
し
た
。
部
隊
長
で
な
い
玉
田
旅
団

長
は
、
情
報
と
乱
れ
る
各
種
命
令
で
頭
を
抱
え
こ
ん
で
お
る
様

子
で
し
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
ビ
ア
ク
南
岸
道
経
由
の
飛
行
場
地
区
進
入

企
図
が
粉
砕
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
ス
師
団
長
要
請
の
サ
ル
ミ
地
区
か

ら
の
輸
送
一
六
三
連
隊
は
未
だ
到
着
せ
ず
、
渾
部
隊
と
玉
田
旅

団
の
ビ
ア
ク
上
陸
も
迫
っ
て
い
た
こ
ろ
で
し
た
。

一
方
、
ト
ム
で
は
田
上
第
三
十
六
師
団
長
が
追
撃
命
令
を
下

達
し
ま
し
た
。
他
方
ア
イ
タ
ベ
で
は
安
達
第
十
八
軍
司
令
官
は

虎
の
子
の
第
二
十
師
団
で
米
第
三
十
二
師
団
を
約
十
五
キ
ロ
撃



退
し
敵
の
天
然
防
御
線
の
ド
リ
ヌ
モ
ア
河
を
突
破
し
、
敵
陣
に

ク
サ
ビ
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。
米
軍
に
幸
い
し
た
の
は
ホ
ー
ラ

ン
ジ
ア
か
ら
進
出
し
た
米
艦
隊
に
空
母
二
隻
あ
り
と
誤
解
し
、

玉
田
旅
団
の
ソ
ロ
ン
上
陸
と
そ
の
輸
送
艦
隊
が
ア
ン
ボ
ン
へ
退

避
し
た
こ
と
で
米
軍
は
救
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
軍
は
惜
し
く
も

第
一
回
ビ
ア
ク
逆
上
陸
の
絶
好
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。六

月
四
日
ビ
ア
ク
に
延
べ
三
百
十
機
の
敵
機
が
来
襲
し
、
ま

た
艦
砲
射
撃
も
熾
烈
を
極
め
ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
ビ
ア
ク

増
援
渾
作
戦
の
一
時
中
止
の
電
報
が
午
後
入
電
し
ま
し
た
。

沼
田
参
謀
長
、
■
目
連
隊
長
、
千
田
少
将
は
何
が
何
だ
か
判

ら
ず
悲
憤
慷
慨
し
て
い
ま
し
た
。
■
目
大
佐
は
七
日
夕
刻
以
降

も
ボ
ネ
ッ
ク
ス
に
再
び
強
行
夜
襲
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
わ
が
中
枢
陣
地
の
西
洞
窟
付
近
は
命
中
弾
が
多

く
、
弾
丸
落
下
の
都
度
洞
窟
内
は
激
震
し
、
多
数
の
戦
死
者
を

出
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
の
敵
兵
力
は
絶
え
ず
補
充
更
新
さ

れ
常
に
我
に
数
倍
す
る
圧
倒
的
な
兵
力
を
保
持
し
て
お
り
、
わ

が
軍
の
劣
勢
は
日
に
日
に
明
ら
か
で
し
た
。

艦
上
で
の
戦
闘
が
多
く
、
陸
海
共
同
の
戦
争
と
言
う
感
じ

で
、
島
に
上
陸
し
な
い
限
り
私
達
は
手
も
足
も
出
ま
せ
ん
で
し

た
。
上
陸
し
て
か
ら
も
、
初
年
兵
教
育
や
満
州
で
の
訓
練
は
役

に
立
た
ず
、
空
爆
と
艦
砲
射
撃
と
の
戦
い
で
し
た
。

こ
の
後
、
戦
闘
は
続
き
ま
す
が
、
第
一
次
渾
作
戦
は
以
上
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。

西
部
ニ
ユ
ー
ギ
ニ
ア
・

ハ
ル
マ
ヘ
ラ
の
苦
闘
　 

茨
城
県
　
飯
塚
静
男
　 

私
は
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
茨
城
県
に
生
ま
れ
ま
し

た
。軍

歴
は
以
下
の
通
り
で
す
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
七
月
、
歩
兵
第
一
〇
二
連
隊

（
茨
城
県
水
戸
市
）
補
充
隊
に
入
隊
。

八
月
、
中
支
派
遣
軍
第
五
十
二
野
戦
道
路
隊
要
員
と
し
て
水

戸
屯
営
出
発
。
九
月
、
中
支
湖
北
省
孝
感
着
。




